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高校英語 初見読解ミニテスト 23｜基礎・180語

鉛筆に、鉛は入っていない 　年　組　番　名前＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

この紙のゴール: 初めて読む英文から、大意と必要な情報を制限時間内につかむ　／　本文はこの教材のための書き下ろし（初見用）です。

A pencil has "lead" inside. But there is no lead in it. The black part is graphite, a soft kind of

carbon. So why do we call it lead?

In the 1500s, people in the north of England found a large amount of a soft black stone. It

was easy to cut, and it left dark marks on paper. Nobody knew what it was. It looked like lead,

so people called it "black lead." Much later, scientists found that it was not lead at all. They

gave it a new name, graphite, from a Greek word that means "to write."

The old name stayed in "pencil lead," and it is not alone. We "dial" a number on a phone that

has no dial. We "hang up" a call, but we hang nothing. These words were made for old things,

and they lived on after the things changed.

So a word can be a record of an old idea. When a name does not match the thing, do not laugh

at the name. Ask what people believed when they made it.

〔語注〕 lead＝鉛（金属）　graphite＝黒鉛　carbon＝炭素　match＝合う・一致する

設問 本文の内容に合うものを選ぼう。

(1) この文章がいちばん伝えたいことは？ 思考・判断・表現 　答え（　　）

ア　鉛筆の芯には鉛がわずかに入っているので、「鉛」という名前はまちがいとは言えない

イ　名前は、それが作られたときの考えやまちがいを覚えている

ウ　黒鉛は鉛よりも書きやすいので、鉛の代わりに鉛筆に使われるようになった

エ　古い名前は人をまどわせるので、物が変わったら名前も新しくするべきだ

(2) その黒い石が black lead（黒い鉛）と呼ばれたのはなぜ？ 知識・技能 　答え（　　）

ア　見た目が鉛に似ていたから

イ　鉛の鉱山の近くで見つかったから

ウ　鉛よりも重く、黒い色をしていたから

エ　切ると鉛のようなにおいがしたから

(3) graphite という名前は、どこから来た？ 知識・技能 　答え（　　）

ア　それを最初に見つけた人の名前から

イ　見つかった土地の名前から

ウ　「黒い」を意味するラテン語から

エ　「書く」を意味するギリシャ語から

(4) 最後の段落で筆者が言っているのは？ 思考・判断・表現 　答え（　　）

ア　物が変わったときには、古い名前をそのまま使わず、すぐに新しい名前に取りかえるべきだ

イ　名前と中身が合わないときは、名前を作った人が何を信じていたかを考える

ウ　名前と中身が合わない言葉は、辞書から消したほうがよい

エ　科学者は言葉の由来を調べて、まちがった名前を正すべきだ
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鉛筆に、鉛は入っていない（基礎）｜解答と出題のねらい

解答

(1) イ
第3段落 These words were made for old things, and they lived on ... と第4段落 a word can be
a record of an old idea.。鉛がわずかに・書きやすい・新しくすべきは本文にない。

(2) ア
第2段落 It looked like lead, so people called it "black lead."。鉱山・重さ・においは本文にな
い。

(3) エ
第2段落 graphite, from a Greek word that means "to write."。人名・地名・ラテン語は本文にな

い。

(4) イ 最終段落 do not laugh at the name. Ask what people believed when they made it.。

出題のねらい 定期テストに移すときの観点マップ

「鉛筆の芯」を英語で pencil lead と言うのに、芯に鉛は入っていない（黒鉛＝炭素）という事実から、名前が作られたときの思

いこみが言葉の中に残る、という筋です。22の〈答えは、測り方で変わる〉とも、21の〈あたりまえは、例外でできている〉と
も、20の〈倍々は足し算に見える〉とも違う〈名前は、まちがいを覚えている〉型で、「名前がまちがっている→直すべきだ」と

読むと(1)(4)を「名前を新しくせよ」の選択肢で取り、(2)の black lead の理由を「鉛の鉱山」「重さ」と取りちがえ、(3)の
graphite の由来を「人名」「地名」と取りちがえます。理科の物質名（黒鉛と鉛）、国語の語源、英語の dial・hang up のよう

な古い語がそのまま残る話にそのまま効きます。読んだあとに「中身と合わない名前」を身のまわりから1つ挙げさせる（消しゴ
ム・下じき・電話を切る）と、結びが自分の話になります。

設問 型 観点 テストでの使い方

(1) 大意（スキミング） 思考・判断・表現
概要把握。「鉛筆の名前はまちがい」で止ま

らず、名前は作られたときの考えを覚えてい
るという主題まで届くか

(2) 明示情報 知識・技能
black lead と呼ばれた理由（鉛に見えた）

を、鉛の鉱山・重さ・においという本文にな
い話と取りちがえずに拾う

(3) 明示情報 知識・技能
graphite の名の由来（ギリシャ語の「書

く」）を、人名・地名・ラテン語と取りちが
えずに読む

(4) 筆者の結び 思考・判断・表現
結論の2文から、筆者が読者に勧めていること

を選ぶ

3つの版の使い分け

同じトピック・同じ設問構造で、英文の語彙・構文と選択肢の言語だけを変えてあります（基礎=選択肢も日本語／標準=選択肢が

英語／発展=設問も英語）。①クラスの帯に合わせて選ぶ ②同じクラス内で配り分ける ③基礎→標準→発展と日を空けて再挑戦——
の3通りの使い方ができます。正解の記号は版ごとに違います（配り分けのときの写し合い対策にもなります）。
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